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生成 AI の活用法：予後が見える医療画像生成 

～子宮頸がん患者における撮影レスな予後予測へ～ 
 

論文掲載 

【本研究成果のポイント】 

* 近年開発が活発な生成 AI ですが、画像生成分野でも広く活用が進んでいます。近年

では“フェイク画像“の技術が話題となっていますが、医療分野でもこの技術は注目

されています。 

* 我々の研究グループは、生成 AI を医療画像生成に活用し、１種類の MRI 画像を撮

影するだけで複数種類の画像を生成可能な AI の開発に取り組みました。 

* また、生成した画像が治療予後を推定可能な画像なのかを検証するため、治療前 MRI

画像を生成して子宮頸がん患者の治療効果を予測したところ、予測精度は 90%とな

り、予後が見える画像の生成に成功しました。 

 

【概要】 

広島大学大学院医系科学研究科 河原大輔助教、永田靖名誉教授らの研究グループは、

医療に特化した生成 AI 技術を開発し、MRI 画像生成を行い、数秒で生成した画像を使

用して子宮頸がん患者の治療効果予測を高率に予測することに成功しました。  

本研究成果は、202３年２月２日に欧州科学誌「Biomedical Signal Processing and 

Control」オンライン版に掲載されました。 
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図３．目標画像（Real）、生成画像（Generated）それぞれの予後予測結果（a）より、

目標画像と遜色なく生成した画像も同等の予後予測精度を示しています。入力画像、

生成画像を組み合わせた予後予測結果（b）より、予測精度はさらに改善し、90%以

上の予後予測精度になりました。 
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